
　

修
徳
学
区
３
大
行
事
の
ひ

と
つ
で
あ
る
防
災
総
合
訓
練

が
、
自
主
防
災
会
高
橋
卓
也

会
長
以
下
多
数
の
学
区
民
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
「
９
時
30
分
、
京

都
市
に
震
度
６
強
の
地
震
が

発
生
し
、
修
徳
学
区
に
も
被

害
が
お
よ
ん
で
い
る
」
と
の

想
定
だ
。
町
内
ご
と
に
住
民

が
集
合
し
、
地
震
初
期
に
何

を
す
べ
き
か
を
自
身
で
考
え

て
行
動
す
る
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
消
火
器
の
取
り
扱
い
、

け
が
人
や
火
災
の
有
無
、
倒

壊
等
家
屋
の
被
害
状
況
を
調

査
集
計
す
る
情
報
収
集
。
こ

れ
ら
の
現
地
訓
練
を
行
っ
た

後
、
各
町
内
の
防
災
部
長
の

引
率
で
修
徳
公
園
へ
避
難
を

し
た
。

　

修
徳
公
園
で
は
自
主
防
災

会
南
雄
蔵
副
会
長
（
大
江
）

の
司
会
進
行
で
、
担
架
作

成
・
搬
送
訓
練
、
防
災
機
材

の
取
り
扱
い
訓
練
、
応
急
手

当
訓
練
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱

い
・
人
工
呼
吸
）
を
、
東
・

中
・
西
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
一
つ
の
訓
練
の
時
間
を
長

く
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
の
目
的
は
、

大
規
模
災
害
の
発
生
し
た
場

合
、
消
防
機
関
へ
の
支
援
を

頼
む
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
、

近
隣
の
方
々
に
よ
る
倒
壊
家

屋
か
ら
の
防
災
機
材
を
使
っ

た
救
出
訓
練
、
ケ
ガ
を
さ
れ

た
方
を
、
担
架
に
よ
る
搬
送

訓
練
、
搬
送
し
た
の
ち
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
等
の
応
急
手
当
訓
練
に

よ
る
心
肺
蘇
生
な
ど
の
大
事

な
訓
練
を
通
し
て
、
災
害
時

に
お
け
る
も
っ
と
も
大
事
な

「
人
の
命
を
守
る
」
と
い
う

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
消
防

署
の
皆
様
に
訓
練
の
構
成
を

立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
村
正
和
下
京
消
防
団
副

団
長
と
中
島
淳
下
京
消
防
署

副
署
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶

と
、
高
橋
卓
也
自
主
防
災
会

会
長
の
開
会
宣
言
で
訓
練
が

開
始
さ
れ
、
安
河
内
博
下
京

区
役
所
区
長
・
石
井
崇
夫
下

京
消
防
署
署
長
の
挨
拶
と
福

井
謙
三
自
治
連
合
会
会
長
の

講
評
で
訓
練
は
締
め
く
く
ら

れ
た
。

　

訓
練
後
、
修
徳
消
防
分
団

に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ

日
頃
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果

を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
最
後

に
、
備
蓄
用
ア
ル
フ
ァ
化
米

の
パ
ッ
ク
と
長
期
保
存
水
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
参
加
者
に
配

ら
れ
、
令
和
の
年
最
初
の
総

合
防
火
訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
。　　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

　

令
和
元
年
の
年
間
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
の
最
終
回
を
11
月

29
日
に
交
通
対
策
協
議
会
と

合
同
で
学
区
内
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
25
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
実
施
出
来
ま
し
た
。

学
区
内
を
２
班
に
分
か
れ
て 

万
寿
寺
通
り
の
南
側
五
条
通

り
と
北
側
松
原
通
り
を
パ
ト

ロ
ー
ル
致
し
ま
し
た
、
異
常

無
く
安
全
を
確
認
出
来
ま
し

た
。

　

会
員
以
外
の
方
に
も 

是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
各
自
の

近
辺
の
安
全
の
確
認
に
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
も
三
回
予
定

し
て
い
ま
す
。
学
区
委
員
で

無
く
て
も
、
自
由
参
加
歓
迎

で
す
。

11
月
17
日
（
日
）　
修
徳
公
園

問

場

照

夫

会
長

修
徳
防
犯
推
進
協
議

修
徳
学
区
自
主
防
災
会
総
合
訓
練

応急手当訓練

本部調査集計

防災機材の取扱い訓練 中島淳下京消防署副署長

担架作成・搬送訓練

令
和
元
年

年
間
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
報
告
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２
０
１
９
年
11
月
３
日

（
日
）
修
徳
公
園
に
て
、
２

０
１
４
年
か
ら
の
修
徳
交
通

対
策
協
議
会
継
続
事
業
で
あ

る
、
自
転
車
安
全
点
検
・
整

備
及
び
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
（
※
）

取
得
事
業
（
今
年
度
で
６
年

目
）
を
、
交
対
協
委
員
24
名
・

自
転
車
安
全
整
備
士
３
名
に

よ
り
実
施
致
し
ま
し
た
。
２

０
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
自

転
車
保
険
が
義
務
化
と
な
り
、

関
心
が
深
ま
る
な
か
、
学
区

民
に
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
加
入
を
促

す
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
安
心
・
安
全
な

自
転
車
利
用
を
普
及
す
る
た

め
に
実
施
し
て
き
た
も
の
で
、

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
取
得
に
は
本
来

１
０
０
０
円
以
上
か
か
り
ま

す
が
修
徳
交
対
協
が
そ
の
一

部
を
負
担
し
、
個
人
負
担
金

５
０
０
円
に
て
取
得
と
加
入

が
出
来
る
よ
う
図
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
日
は
２
３
８
台
の
自
転

車
が
持
ち
込
ま
れ
、
交
対
協

委
員
が
各
自
転
車
へ
の
書
類

記
入
等
々
、
自
転
車
整
備
士

の
方
々
が
1
台
1
台
点
検
さ

れ
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

私
ど
も
の
暮
ら
し
て
お
り

ま
す
修
徳
学
区
交
通
対
策
協

議
会
に
於
い
て
も
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
と
歩
行
者
の

立
場
に
立
っ
た
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
の
励
行
を
普
及
・

啓
発
し
、
自
転
車
の
迷
惑
な

又
は
危
険
な
運
転
に
よ
る
事

故
の
防
止
を
図
る
為
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
回
も
そ
の
一

環
と
し
て
自
転
車
安
全
点

検
・
整
備
及
び
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

取
得
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　

学
区
民
の
皆
様
が
交
通
事

故
の
加
害
者
や
、
被
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
、
思
い
や

り
・
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を

大
切
に
安
心
・
安
全
に
自
転

車
を
利
用
さ
れ
、
自
転
車
に

よ
る
悲
惨
な
事
故
を
な
く
す

よ
う
、
今
後
も
こ
の
Ｔ
Ｓ
マ

ー
ク
の
有
効
期
限
が
切
れ
る

１
年
後
に
合
わ
せ
取
得
事
業

を
毎
年
継
続
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

主
催
／
修
徳
交
通
対
策

　
　
　
　
　
　
　

協
議
会

　
　
　

京
都
市

　
　
　
　

修
徳
自
治
連
合
会

協
賛
／
京
都
市
修
徳
児
童
館

　

　

修
徳
学
区
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
自
主

防
災
会
の
活
動
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
頂

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
は
修
徳
学
区
の
各
町
の
町

内
会
長
様
、
防
災
部
長
様
、
副
部
長
様
の

ご
尽
力
と
各
町
の
学
区
民
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
修
徳
学
区
の
三
大
行
事
の

一
つ
の
＂
総
合
防
災
訓
練
＂
を
毎
年
11
月

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
は
、
修
徳
学
区
の
各
町
を

４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
組
織
を
組
み
立
て

て
い
ま
す
。

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
は
材

木
町
の
高
橋
俊
和
様
。

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
は
元

両
替
町
の
伊
藤
達
也
様
（
昨
年
12
月
迄
）。

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
は
御

供
石
町
の
吉
川
幸
伸
様
。

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
は
大

江
町
の
西
山
高
弘
様
。

　

会
長
に
は
玉
屋
町
の
高
橋
卓
也
様
、
副

会
長
に
は
大
江
町
の
南
雄
蔵
。

　

こ
の
６
名
に
て
日
頃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
昨
年
の
12
月
に
第
二
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
伊
藤
達
也
様
が
他
学
区
へ
引
っ
越

し
を
さ
れ
、
只
今
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ

ッ
ク
長
が
不
在
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

早
急
に
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
後
任
を
決

め
、
速
や
か
に
令
和
二
年
度
の
総
合
防
災

訓
練
に
向
か
い
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
学
区
民
の
皆

様
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
事
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
折
に
は
何
卒
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

昨
今
は
気
候
変
動
に
よ
る
想
定
外
の
災

害
が
い
つ
何
時
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
学
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
安

全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
修
徳
学
区
で
有

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
自
主
防
災
会
の
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
学
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

恒
例
の
女
性
会
「
12
月
の
集
い
」
を
12
月
７
日

（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
の
予
定
で
お
誘
い
を
致
し

ま
し
た
所
、
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
﹃
地
域
活
動
の
重
要
性
﹄
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
か
か

げ
て
い
る
女
性
会
は
、
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ

て
み
よ
う
！
地
域
の
人
を
も
っ
と
知
っ
て
み
よ
う
！

と
高
砂
町
の
修
徳
自
治
連
合
会
名
誉
顧
問
平
井
常
夫

様
に
「
修
徳
今
昔
四
方
山
話
」
と
題
し
て
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
企
画
で
す
。

　

女
性
ば
か
り
の
中
で
、「
な
に
を
お
話
し
で
き
る

や
ろ
う
」
と
な
か
な
か
ご
承
諾
い
た
だ
け
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
小
畑
さ
ん
に
押
さ
れ
ま
し

た
」
と
お
話
し
の
中
で
も
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
師
走
の
お
忙
し
い
中
、
お
ほ
ね
折
り
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

戦
前
戦
後
、
時
代
の
町
並
み
や
ご
自
身
の
生
い
立

ち
、
京
都
の
呉
服
繊
維
業
界
繁
栄
の
中
で
の
お
商
売
、

変
わ
り
ゆ
く
地
域
環
境
で
の
学
区
と
の
か
か
わ
り
、

ご
自
分
の
信
条
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
な
ど
、
な

か
な
か
興
味
の
あ
る
内
容
の
濃
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
て
、
地
域
愛
、
修
徳
愛
、
人
間
愛
、
人
生

の
先
輩
か
ら
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
た
ち
に
い

た
だ
け
た
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

季
節
は
師
走
、
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
平
井
さ

ん
の
半
生
に
触
れ
、
華
や
か
さ
を
彩
る
ク
リ
ス
マ
ス

を
象
徴
す
る
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
鉢
植
を
そ
ば
に
、
楽

し
い
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
喜
び
と
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

ご
講
演
の
あ
と
参
加
者
全
員
で
作
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ク

リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
て
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

サ
ン
リ
オ
会
社
創
始
者
辻
信
太
郎
氏
は
﹃
小
さ
な

贈
り
物
は
人
と
人
と
の
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き

っ
か
け
と
な
る
﹄
と
提
唱
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
土

産
と
し
て
今
回
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
た
キ
ャ
ン
ド

ル
が
、
修
徳
学
区
の
ご
家
庭
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に

一
斉
に
灯
っ
て
い
る
の
を
想
像
し
て
、
改
め
て
ご
参

加
の
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

村

山

正

治

南

　

雄

蔵

修
徳
交
通
対
策
協
議
会　

会
長

修
徳
学
区
自
主
防
災
会　

副
会
長

令和元年10月７日（月）実施されました、京都市老人クラブ連合会主催
令和元年度  京都市囲碁・将棋大会（囲碁の部Ｃ級クラス)において
材木町　古谷　道雄様（81歳）が優勝されました。
おめでとうございます。

女性会　会長

修和会　会長

小 畑 成 代

平 井 常 夫

（※）TSマークとは
　自転車安全整備士が点検・整備した安全な「自転
車・電動自転車含む」に貼るシールで損害保険と賠
償責任保険が付帯しており最大1億円の賠償責任保
険等が補償される。

安
心
・
安
全
な
自
転
車
利
用
と
自
転
車
加
害
事
故
に
備
え
て

自
転
車
安
全
点
検
・
整
備
と

　
　
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
（
付
帯
保
険
）
取
得
事
業
実
施

「修徳今昔四方山話」修
徳
学
区
自
主
防
災
会　
報
告

材木町　古谷　道雄  様
令和元年度  京都市囲碁・将棋大会（囲碁の部C級クラス） 優勝
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表
彰
関
係
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

結

婚
お
幸
せ
に

転

出
お
元
気
で

訃

報
お
悔
み

申
し
ま
す

誕

生
お
め
で
と
う

Ｐ
Ｒ
・
情
報
委
員
会
人
事

深
草
町

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

お
千
度
・
お
火
焚
き

転

入
よ
ろ
し
く

中

村

順

恵

ご
み
減
量
推
進
会
議　

会
長

ご
み
減
量
推
進
会
議
　
報
告

（
敬
称
略
）

　

午
前
11
時
30
分
に
修
德
担

当
の
消
防
署
員
畦
崎
司
令
補

の
司
会
に
よ
り
令
和
２
年
修

徳
消
防
分
団
出
初
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
寒
い
中
、

多
く
の
区
民
が
参
加
さ
れ
、

凛
々
し
い
制
服
姿
の
消
防
団

員
の
行
進
・
整
列
を
見
て
正

月
の
ハ
レ
の
日
を
祝
い
ま
し

た
。

　

中
村
正
和
下
京
消
防
団
副

団
長
に
よ
る
通
常
点
検
訓
練

が
行
わ
れ
、
分
団
員
の
日
頃

の
厳
し
い
訓
練
成
果
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
福
井
謙
三
自

治
連
合
会
会
長
の
新
年
の
挨

拶
で
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
恒
例
の
餅

つ
き
会
、
今
年
は
「
う
ど

ん
」
を
炊
き
出
し
訓
練
と
し

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

　

ご
み
減
量
推
進
会
議
で
は
、

こ
こ
数
年
は
施
設
見
学
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
下
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
よ
び
か
け
で
格

致
学
区
と
御
一
緒
に
10
月
10

日
「
使
い
き
り
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
」
に
10
名
参
加
し
ま
し

た
。

　

京
都
市
で
は
、
ご
み
減
量

に
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

て
、
年
間
42
万
ト
ン
の
減
量

を
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
が

現
状
39
万
ト
ン
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

ご
み
減
量
の
一
環
と
し
て

料
理
の
ご
み
を
少
な
く
す
る

事
を
考
え
、
ま
ず
は
料
理
か

ら
と
始
め
ま
し
た
。

　

下
京
区
の
「
あ
じ
わ
い

館
」
に
て
小
井
香
欧
里
先
生

の
元
で
教
わ
り
ま
し
た
。

　
「
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
」「
し

ょ
う
が
ご
は
ん
」「
簡
単
ニ

ン
ジ
ン
酢
の
物
」。
な
に
し

ろ
捨
て
る
こ
と
を
少
な
く
す

る
為
、
野
菜
の
固
い
部
分
は

こ
ま
か
く
切
り
、
人
参
は
皮

な
り
「
ピ
ー
ラ
ー
」
で
斜
め

に
そ
ぎ
、
粉
の
お
だ
し
は
中

味
を
入
れ
、
何
事
も
仕
上
が

っ
て
見
れ
ば
ゴ
ミ
は
２
袋

だ
け
で
し
た
。

お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　

し
か
し
家

庭
で
は
な
か

な
か
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。

で
も
と
て
も

楽
し
く
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　

ご
み
を
少
な
く
す
る
事
は

賞
味
期
限
と
か
買
い
す
ぎ
た

時
は
手
早
く
「
冷
凍
保
存
」

等
、
そ
れ
ぞ
れ
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
共
は
使
い
す
て
油
の
回

収
を
毎
月
第
四
土
曜
日
に
修

徳
公
園
で
朝
９
時
～
11
時
半

ま
で
、
資
源
ゴ
ミ
は
７
月
と

１
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
結
構
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
１
日
付

【
新
任
】

　

民
生
児
童
委
員
会
会
長

　
　

吉
田
美
知
彦
（
御
供
石
）

【
新
任
】

　

民
生
委
員

　
　

棚
部　

真
帆
（
月
見
）

【
退
任
】

　

老
人
福
祉
員

　
　

棚
部　

真
帆
（
月
見
）

【
新
任
】

　

老
人
福
祉
員

　
　

多
田　

啓
子
（
布
屋
）

【
退
任
】

　

民
生
児
童
委
員
会
会
長

　
　

多
田　

啓
子
（
布
屋
）

10
月
15
日

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　

推
進
表
彰
（
う
る
お
い
）

　

森　
　

修
司
（
御
供
石
）

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　

推
進
表
彰
（
う
る
お
い
）

　

平
井　

隆
夫
（
高
砂
）

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　

推
進
表
彰
（
す
こ
や
か
）

　

多
田　

啓
子
（
布
屋
）

　
　
　
　
　

京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議

　
　

会
長
表
彰

修
徳
学
区
ご
み
減
量
推
進
会

　

令
和
元
年
10
月
20
日

　

亀
岡
・
湯
の
花
温
泉

　
「
松
園
荘　

保
津
川
亭
」

　

令
和
元
年
11
月
30
日

　

伏
見
稲
荷
神
社
へ
参
拝

　
　
　
　
　
　

13
名
参
加

　

深
草
町
Ｐ
Ｒ
・
情
報
委
員

　
　
　
　

大
谷　

由
紀
子

永
年
勤
続
市
政
協
力

　
　
　
　

委
員
表
彰
（
10
年
）

　

田
中　

一
博

　
　
　
　
　
（
五
烏
悪
王
子
）

10
月
17
日

京
都
府
更
生
保
護

　
　
　

女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

大
八
木　

と
も
み
（
藪
下
）

　

岩
田　

未
来
（
月
見
）

　

熊
谷　

卓
哉

　
　
　
　

は
る
か

　

長
女　

い
と
ち
ゃ
ん

（
薮
下
）
８
月
６
日

　

川
端　

祥
浩

　
　
　
　

比
呂
子
（
深
草
）

　

岸
村　

孝
子
（
深
草
）

　

浅
野　

三
郎
（
材
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月

　

西
村　

文
子
（
月
見
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月

　

丸
八
株
式
会
社
（
御
供
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

　

佐
倉　

道
彦

　
　
　
　

栄
美
子

（
中
野
之
）
11
月

　

伊
藤　

達
也

（
元
両
替
）
12
月

　

千
藤　

好
子
（
月
見
）

１
月
17
日　

享
年
93

　

岩
田　

絹
枝
（
月
見
）

４
月
29
日　

享
年
95

　

伊
原　
　

弘
（
高
砂
）

６
月
24
日　

享
年
91

　

川
村
ま
ち
子
（
布
屋
）

９
月
24
日

　

森　
　

芳
子
（
御
供
石
）

10
月
30
日　

享
年
81

　

三
田
村
千
代
子
（
月
見
）

11
月
４
日　

享
年
104

　

平
塚　

紀
代
（
富
永
）

　
　
　

令
和
２
年
１
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
100

　

堀
川
千
代
乃
（
布
屋
）

　
　
　

令
和
２
年
１
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
103

新
任　

委
員
長

　

中
島　

慶
造
（
御
供
石
）

退
任

　

浅
野　

三
郎
（
元
・
材
木
）

令
和
２
年
１
月
13
日
（
月
祝
）　
修
徳
公
園

町
内
通
信

修徳
民生児童
委員会
人事
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 〈玉入れ競技〉
優勝 福祉施設修徳 ２位 玉 屋 町 ３位 大 江 町 ４位 月 見 町

 〈壮年レインボー競争〉
優勝 玉 屋 町 ２位 大 江 町 ３位 月 見 町 ４位 材 木 町

 〈玉送り競争〉
優勝 月 見 町 ２位 中野之町 ３位 玉 屋 町 ４位 大 江 町

 〈 綱 引 き 〉
優勝 大 江 町 ２位 福祉施設修徳 ３位 材 木 町 ４位 玉 屋 町

 〈混合スプーンリレー〉
優勝 玉 屋 町 ２位 月 見 町 ３位 材 木 町 ４位 小田原町

　

私
が
修
徳
神
事
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
な
り
、
数
年
が

経
ち
ま
す
。

　

そ
の
間
、
伏
見
稲
荷
大
社

や
平
安
神
宮
の
色
々
な
行
事

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

普
通
で
は
望
ん
で
も
参
加

で
き
な
か
っ
た
り
、
入
れ
な

い
場
所
に
入
れ
て
も
ら
っ
た

り
、
有
り
が
た
い
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

十
月
に
は
恒
例
の
時
代
祭

の
「
徳
川
城
使
上
洛
列
」
の

行
列
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
は
裃
を
着
用
し
御

所
か
ら
平
安
神
宮
ま
で
ゆ
っ

く
り
歩
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
時
代
祭
の
ほ
ん
の

一
部
の
行
列
で
あ
り
他
に
も

た
く
さ
ん
の
隊
列
が
あ
り
ま

す
。

　

沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
観

光
客
の
方
々
が
珍
し
そ
う
に

ス
マ
ホ
を
向
け
て
い
ま
す
。

　

京
都
三
大
祭
り
の
一
つ
で

あ
る
明
治
か
ら
続
く
時
代
祭

で
す
が
、
こ
れ
を
実
際
に
催

行
す
る
の
は
市
内
の
各
学
区

の
多
く
の
方
々
で
い
わ
ゆ
る

町
衆
の
力
で
支
え
ら
れ
、
彼

ら
の
援
助
と
協
力
の
下
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
頭
が
下

が
り
ま
す
。

　

神
事
委
員
会
に
入
ら
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
か
っ
た
事
も

勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
次
世
代
に
継
承
し

て
い
か
な
く
て
は
と
思
う
と

同
時
に
い
く
つ
か
の
疑
問
も

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

祭
り
と
観
光
。
そ
し
て
祭

り
を
支
え
る
人
と
お
金
。

　

神
事
委
員
会
の
お
手
伝
い

を
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
も
目

を
向
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
（
日
）
に
下
京

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

下
京
中
学
成
徳
学
舎
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

修
徳
学
区
か
ら
A
チ
ー
ム
と

B
チ
ー
ム
の
２
チ
ー
ム
８
人

の
代
表
の
方
々
に
出
場
し
て

頂
き
ま
し
た
が
、 

な
ん
と
A

チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
言
う
今

ま
で
に
無
い
優
秀
な
成
績
を

達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
巻
大
会
会
長
も
下
京
区

東
地
区
の
学
区
が
上
位
で
頑

張
っ
た
事
に
大
変
驚
き
と
共

に
喜
ん
で
お
ら
れ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

森

末

邦

夫

副
代
表

修
徳
神
事
委
員
会

山

岸

裕

明

会
長

修
徳
体
育
振
興
会

下京中学成徳学舎グラウンド（旧成徳中学校）

修徳体育振興会　会長　山岸　裕明

修徳ふれあい運動会
10月6日（日）

◆団体競技結果◆

◆結果報告◆

「
時
代
祭
に
参
加
し
て
」

下
京
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

修徳体育振興会　会長 山 岸 裕 明
　11月23日（土・祝）午前９時より下京
中学成徳学舎グラウンドにて秋のグラウ
ンドゴルフ大会が開催されました。
　今回は土曜日の祝日と言う事でいつも
より２チームほど少なくなりましたが、
快晴の中で約50名の参加をいただき楽
しい半日を過ごしました。
　若手も長老も女性も幅広い年齢の方々
が同じ競技を楽しく一緒に共有出来るの
は大変良かったと思います。

秋のグラウンドゴルフ大会

〈団体戦〉
優　勝 大江町チーム
２　位 材木町Ａチーム

３　位 徳万町・
小田原町混成チーム

〈個人戦〉 〈ホールインワン賞〉（12名）
優　勝 山岸　裕明（大江町） 高橋　俊和・澤田昭太郎

吉田　武弘・向井　範雄
濱野　卓上・渡辺　勝子
向井　照美・三田　純一
川幡　貞雄・平岩　　進
小塩　史子・山岸　裕明

２　位 吉田　武弘（大江町）
３　位 高橋　俊和（材木町）

ブービー賞 森　　一枝（御供石町）
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